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１．概要 

１．１ 概要 

   本仕様書は、インターフェース誌２０１０年６月号付録のＣＰＵ(SH7262)基板＋拡張基板(自作)＋５インチカラ 

ー液晶(ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ付)の組み合わせにより、フォトフレームとＭＰ３プレーヤーを製作した際の仕様や取扱説明などを 

まとめたものです。 

 

１．２ インターフェース誌２０１０年６月号の紹介 

       

          

１．３ 付録基板 

            

           ※抵抗・ＬＥＤ・プッシュＳＷは別途取り付けた部品です。
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２．ルネサス製ＳＨマイコンの解説 

２．１ インターフェース誌記事紹介 
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２．２ マイコンロードマップ 

 

 

今回使用しているＳＨ７２６２今回使用しているＳＨ７２６２今回使用しているＳＨ７２６２今回使用しているＳＨ７２６２    
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３．開発環境 

３．１ 機器構成図 

 

 

 

                                                

           ※①と②はいずれか片方のみ。 

 

３．２ 統合開発環境ＨＥＷ（①USBｹｰﾌﾞﾙ使用時） 

   ルネサスエレクトロニクス社製の純正開発環境で、無償評価版が利用できます。 

  詳細は下記ルネサスＨＰを参照してください。 

 

  http://japan.renesas.com/ 

 

３．３ ＧＣＣ(Free Software Foundation)コンパラなどのＧＮＵ開発環境（②ｼﾘｱﾙ(RS232C-TTL)３線使用時） 

   フリーのツール群が使用できます。本システムの最終版はインターフェース誌のサンプルソースなどの関係で 

こちらを使用しています。 

   ＧＮＵフリー・ソフトウエアの中で、クロス開発環境向けのソフトウエア・パッケージは下図のようなものが 

あります。 

 

C, C++, Java, Ada････ 

GCC 

binutils newlib, glibe 

ｱｾﾝﾌﾞﾗ、ﾘﾝｶ、逆ｱｾﾝﾌﾞﾗ、

ｱｰｶｲﾊﾞ、ｼﾝﾎﾞﾙ・ﾘｰﾀﾞ････ 

 

標準ﾗｲﾌﾞﾗﾘ (libc) 

数学標準ﾗｲﾌﾞﾗﾘ (libm) 

 

高級言語処理コンパイラ・コレクション高級言語処理コンパイラ・コレクション高級言語処理コンパイラ・コレクション高級言語処理コンパイラ・コレクション    

バイナリ・データ処理ツールバイナリ・データ処理ツールバイナリ・データ処理ツールバイナリ・データ処理ツール    CCCC 言語標準ラ言語標準ラ言語標準ラ言語標準ライブラリイブラリイブラリイブラリ    

ＧＮＵフリー・ソフトウエアによるクロス開発ツール群ＧＮＵフリー・ソフトウエアによるクロス開発ツール群ＧＮＵフリー・ソフトウエアによるクロス開発ツール群ＧＮＵフリー・ソフトウエアによるクロス開発ツール群    

CPU基板 

CPU 

拡張基板 

SDｶｰﾄ  ゙

基板その他 
パソコン (Windows) 

①USB ｹｰﾌﾞﾙ使用時 

5 ｲﾝﾁｶﾗｰ液晶(480×272 ﾄﾞｯﾄ) 

②ｼﾘｱﾙ(RS232C-TTL)３線使用時 

スピーカーなどへ ＋５Ｖ供給  
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４．ハードウエア仕様 

４．１ ブロック図 

 

 

 

 

 

４．２ ＣＰＵ基板回路図 

 

※インターフェース誌の回路図をＣＡＤ（CR5000）に入力してみました。

SH7262CPU 

SROM① 

ﾘｾｯﾄ IC 

1.2V生成ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ IC 
3.3V生成ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ IC 

SROM② 

ＳＤカード 

LED(緑) 

LED(赤)×２

ﾘｾｯﾄＳＷ 

JPP3 

JPP2 

JPP1 

SD検出ＳＷ 

カラー液晶へ 

拡張基板（自作）拡張基板（自作）拡張基板（自作）拡張基板（自作）    
CPUCPUCPUCPU 基板基板基板基板    

基板裏面 
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４．３ 拡張基板回路図 

 

※Ｖｉｓｉｏで入力してみました。 

 

４．４ ＲＯＭメモリマップ 

 

アドレス セクタ 内容 備考

0000h

～

1FFFh

2000h

～

7FFFh

8000h

～

FFFFh

ｾｸﾀ0を誤って消してしまう

とCPUは起動できなくなっ

てしまうので書き換えには

注意すること！

ｱﾄﾞﾚｽ2000h～7FFFhを書き

換えたい場合は、ｾｸﾀ0全

体を消去する必要あり

ｾｸﾀ1の内容は破壊されて

も、いったんHEWﾓﾆﾀを起

動して復旧させることが可

能

0

1

SPIﾌﾗｯｼｭROMﾌﾞｰ

ﾄ・ﾛｰﾀﾞ

ｼﾘｱﾙ接続HEWﾓﾆﾀ・

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

ﾕｰｻﾞROM化ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

格納領域
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４．５ ＲＡＭメモリマップ 

ＲＡＭメモリマップＲＡＭメモリマップＲＡＭメモリマップＲＡＭメモリマップ 2011.7.1(MP3)現在 嘉村

種類 ページ スタート エンド 容量 1 容量 2 内容 1 内容 2 内容 3

1C000000H ～ 1C003FFFH 16KByte 1C000000H1C000000H

1C004000H ～ 1C007FFFH 16KByte

1C008000H ～ 1C00BFFFH 16KByte

1C00C000H ～ 1C00FFFFH 16KByte

1C010000H ～ 1C013FFFH 16KByte

1C014000H ～ 1C017FFFH 16KByte

1C018000H ～ 1C01BFFFH 16KByte

1C01C000H ～ 1C01FFFFH 16KByte

1C020000H ～ 1C023FFFH 16KByte

1C024000H ～ 1C027FFFH 16KByte

1C028000H ～ 1C02BFFFH 16KByte

1C02C000H ～ 1C02FFFFH 16KByte

1C02C18

BH

1C02C18

BH

1C030000H ～ 1C033FFFH 16KByte

1C02C18

CH

ワークエリア

1C034000H ～ 1C037FFFH 16KByte 1C035494H

1C038000H ～ 1C03BFFFH 16KByte

1C03C000H ～ 1C03FFFFH 16KByte

1C040000H ～ 1C043FFFH 16KByte

1C044000H ～ 1C047FFFH 16KByte 1C046290H

1C048000H ～ 1C04BFFFH 16KByte

1C04C000H ～ 1C04FFFFH 16KByte

1C050000H ～ 1C053FFFH 16KByte

1C054000H ～ 1C057FFFH 16KByte

1C058000H ～ 1C05BFFFH 16KByte

1C05C000H ～ 1C05FFFFH 16KByte

1C060000H ～ 1C063FFFH 16KByte

1C064000H ～ 1C067FFFH 16KByte

1C068000H ～ 1C06BFFFH 16KByte

1C06C000H ～ 1C06FFFFH 16KByte

1C070000H ～ 1C073FFFH 16KByte

1C074000H ～ 1C077FFFH 16KByte

1C078000H ～ 1C07BFFFH 16KByte 1C078000H

1C07C000H ～ 1C07FFFFH 16KByte

1C080000H ～ 1C083FFFH 16KByte

1C084000H ～ 1C087FFFH 16KByte

1C088000H ～ 1C08BFFFH 16KByte

1C08C000H ～ 1C08FFFFH 16KByte

1C090000H ～ 1C093FFFH 16KByte

1C094000H ～ 1C097FFFH 16KByte

1C098000H ～ 1C09BFFFH 16KByte

1C09C000H ～ 1C09FFFFH 16KByte

1C0A0000H ～ 1C0A3FFFH 16KByte

1C0A4000H ～ 1C0A7FFFH 16KByte

1C0A8000H ～ 1C0ABFFFH16KByte

1C0AC000H ～ 1C0AFFFFH16KByte

1C0B0000H ～ 1C0B3FFFH 16KByte

2 80KByte

ワーク＆

データ

MP3リー

ドバッファ

（ＳＤファ

イルリー

ドバッ

ファ）

3 160KByte

4 240KByte

コンソー

ル画面用

（１面）

GRAM 2

(255KByt

e +

1KByteあ

まり）

大容量

RAM(1M

Byte)

0 160KByte

プログラ

ム＆ワー

クエリア

プログラ

ムエリア

プログラ

ムエリア

1 80KByte

グローバ

ル変数

 

注意）3C000000H～3C0FFFFFHがキャッシュ無効エリア 

 

   （↓次のページへ続く） 
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1C0B4000H ～ 1C0B7FFFH 16KByte 1C0B7FFFH

1C0B8000H ～ 1C0BBFFFH16KByte 1C0B8000H

1C0BC000H ～ 1C0BFFFFH16KByte

1C0C0000H ～ 1C0C3FFFH16KByte

1C0C4000H ～ 1C0C7FFFH16KByte

1C0C8000H ～ 1C0CBFFFH16KByte

1C0CC000H ～ 1C0CFFFFH16KByte

1C0D0000H ～ 1C0D3FFFH 16KByte

1C0D4000H ～ 1C0D7FFFH 16KByte

1C0D8000H ～ 1C0DBFFFH16KByte

1C0DC000H ～ 1C0DFFFFH16KByte

1C0E0000H ～ 1C0E3FFFH 16KByte

1C0E4000H ～ 1C0E7FFFH 16KByte

1C0E8000H ～ 1C0EBFFFH16KByte

1C0EC000H ～ 1C0EFFFFH 16KByte

1C0F0000H ～ 1C0F3FFFH 16KByte

1C0F4000H ～ 1C0F7FFFH 16KByte

1C0F7FF

FH

1C0F8000H ～ 1C0FBFFFH16KByte

1C0FC000H ～ 1C0FFFFFH 16KByte

1C0FFFF

FH

種類 ページ スタート エンド 容量 1 容量 2 内容 1 内容 2

FFF80000H ～ FFF83FFFH 16KByte

FFF84000H ～ FFF87FFFH 16KByte

FFF88000H ～ FFF88FFFH 4KByte

FFF89000H ～ FFF8BFFFH 12KByte

FFF8C000H ～ FFF8FFFFH 16KByte

高速

RAM(64K

Byte)

0

36KByte

ﾕｰｻﾞ使

用可能ｴﾘ

ｱ

スタックエ

リア

28KByte

ｼｽﾃﾑ使

用ｴﾘｱ

5 304KByte

グラフィッ

ク画面用

（１面）

GRAM １

(255KByt

e +

1KByteあ

まり）

 

注意）3C000000H～3C0FFFFFHがキャッシュ無効エリア 
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４．６ プログラム起動シーケンス（最終アプリケーション起動まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［説明］ 

（１）上図の①～⑬の順に実行されます。 

①�  ブート起動用内蔵ＲＯＭプログラムの実行。 

②③④ 外部シリアル・フラッシュ・メモリの（Ａ）ローダ・プログラム（８Ｋﾊﾞｲﾄ）をＣＰＵ内の高速 

内蔵ＲＡＭ先頭へロードする。 

      ⑤⑥ ローダ・プログラム先頭へ分岐して、ローダプログラムを実行する。 

      ⑦⑧⑨ 外部シリアル・フラッシュ・メモリの（Ｂ）アプリケーション・プログラム１（３２Ｋﾊﾞｲﾄ以内）を 

ＣＰＵ内の大容量内蔵ＲＡＭ先頭へロードする。 

      ⑩ アプリケーション・プログラム１のエントリ関数へ分岐して、アプリケーション・プログラム１を実行 

       開始する。 

⑪ ＳＤカードから（Ｃ）アプリケーション・プログラム２（“ａｐｐ．ｂｉｎ“）を、ＣＰＵ内の大容量 

内蔵ＲＡＭ先頭へロードする。 

      ⑫⑬ アプリケーション・プログラム２のエントリ関数へ分岐して、アプリケーション・プログラム２を実行 

        する。 

(２）  上図に示すように（Ａ）ローダプログラム（Ｂ）アプリ１（Ｃ）アプリ２の合計３度のローディング＆ 

実行を実施して、最終アプリケーションの起動を行います。 

また、ＳＤカード内にはアプリ２以外にメニュー用ＢＭＰファイルや、フォトフレーム用の写真データ 

ファイル＆ＭＰ３再生用の音楽ファイルも含まれます。 

     （３）※ローダがＮＭＩピン（ＪＰＰ２）の状態を読み取り、オープン状態であれば２０００ｈからのＨＥＷ 

モニタを、ショート状態であれば８０００ｈからのアプリ１の実行となる。したがってアプリ１が後半に 

入っている外部シリアルフラッシュＲＯＭと、ＮＭＩピン（ＪＰＰ２）のショートが必要となります。 

ﾌﾞｰﾄ起動用内蔵

ROM ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

高速内蔵RAM(64KByte) 

FFF8_0000h 

FFF8_1FFF

大容量内蔵RAM(1MByte) 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑ1,2実行ｴﾘ

ｱ 

ﾛｰﾀﾞ・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

(8K ﾊﾞｲﾄ) 

外部シリアル・フラッシュ・メモリ 

(A)ﾛｰﾀﾞ・ﾌﾟﾛｸﾞ

ﾗﾑ(8K ﾊﾞｲﾄ) 

HEWﾓﾆﾀﾌﾟﾛｸﾞﾗ

ﾑ(24K ﾊﾞｲﾄ以内) 

(B)ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ・

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 1(32K

ﾊﾞｲﾄ以内) 

外部ＳＤカード 

“app.bin”ﾌｧｲﾙ(ﾌﾟ

ﾛｸﾞﾗﾑ) 

ﾙﾈｻｽ・ｼﾘｱﾙ・ﾍﾟﾘﾌ

ｪﾗﾙ・ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ・ﾁ

ｬﾈﾙ 0(RSPI0) 

(C)ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ・ﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑ 2 

GRAM 

① ﾌ ﾞ ｰ ﾄ起動用内蔵

ROM ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの実

行 

② ﾘｰﾄﾞ要求 ③ ﾘｰﾄ  ゙

④ 高速内蔵

RAMに転送 

⑤ ﾛｰﾀ ・゙ﾌﾟﾛｸﾞ

ﾗﾑの先頭に分

岐 

⑥ ﾛｰﾀ ・゙ﾌﾟﾛｸﾞ

ﾗﾑの実行 

⑦ ﾘｰﾄﾞ要求 ※ ⑧ ﾘｰﾄ  ゙

⑨ 大容量内蔵

RAMに転送 

⑩ ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ・ﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑ 1 のｴﾝﾄﾘ関数

に分岐 

⑪ SD ｶｰﾄﾞﾘｰﾄﾞ要求＆ﾘｰﾄ  ゙

⑫ ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ・ﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑ 2 のｴﾝﾄﾘ関数

に分岐 

⑬ ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ・ﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑ 2（”APP.bin”）

の実行 

1C00_0000h 

1C0F_FFFF

ＳＨ７２６２ＣＰＵ内部 
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４．７ シリアルフラッシュＲＯＭインターフェース 

   シリアルフラッシュＲＯＭはＣＰＵ基板（Ｍ２５Ｐ０５Ａ）と拡張基板（Ｍ２５Ｐ４０ＶＭＮ６相当）のいずれか 

  を選択することが可能です。ＣＰＵ基板上のジャンパー（ＪＰＰ３）をショートでＣＰＵ基板のＳＲＯＭ、オープン 

  で拡張基板のＳＲＯＭが選択されます。次に接続図を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

注意）拡張基板のＳＲＯＭが５１２Kbyteになっているのは、６４Kbyte品が入手できなかった為です。よって拡張基板の 

ＳＲＯＭに書き込む場合はプログラム（インターフェース誌提供）の変更が必要です。 

 

    シリアルフラッシュＲＯＭのピン説明シリアルフラッシュＲＯＭのピン説明シリアルフラッシュＲＯＭのピン説明シリアルフラッシュＲＯＭのピン説明    

 

［説明］ＳＲＯＭはＳＨ７２６２のルネサスシリアルペリフェラルインターフェースのチャネル０に接続されています。 

また、このＳＰＩチャネル０はＳＤカードと兼用になっています。詳細は４．９ ＳＤカードインターフェー 

スを参照してください。 

SH7262CPU 

SSL00 (131 ﾋﾟﾝ)  

MISO0 (127 ﾋﾟﾝ)  

/RES (43 ﾋﾟﾝ)  

MOSI0 (129 ﾋﾟﾝ)  

RSPCK0(133 ﾋﾟﾝ)  

M25P05A(64kByte) 

(1) /S  

(2) Q  

(3) /W  

(4) Vss  D (5) 

C (6) 

/HOLD (7) 

Vcc (8) 

M25P40VMN6(512Kbyte) 

(1) /S  

(2) Q  

(3) /W  

(4) Vss  D (5) 

C (6) 

Vcc (8) 

CPUCPUCPUCPU 基板基板基板基板    

JPP3 

+3.3V 

GND 

ｼｮｰﾄ：CPU基板のSROM（左） 

ｵｰﾌﾟﾝ：拡張基板のSROM（右） 

/HOLD (7) 

拡張拡張拡張拡張基板基板基板基板    
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４．８ ＬＣＤインターフェース 

   ＴＦＴ－ＬＣＤパネルとの接続はほとんどＣＰＵ直結になっています。次に接続図を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［説明］ＴＦＴ－ＬＣＤパネルは２４ビット色（ＲＧＢそれぞれ８，８，８ビット）対応ですが、ＳＨ７２６２のビデオ 

   ・ディスプレイ・コントローラは１６ビット色（ＲＧＢそれぞれ５，６，５ビット）しかないので、ＲＧＢ下位の 

   それぞれ３，２，３ビットを“Ｌ”レベル固定（ＧＮＤ接続）にしています。また垂直同期信号（ＶＳＹＮＣ）と 

   水平同期信号（ＨＳＹＮＣ）は未使用で、データイネーブル（ＤＥ）信号のみを使用しています。

SH7262CPU 

LCD_DATA0 (124)  

LCD_DATA1 (123)  

LCD_DATA2 (121)  

LCD_DATA3 (119)  

LCD_DATA4 (117)  

LCD_DATA5 (116)  

LCD_DATA6 (115)  

LCD_DATA7 (114)  

LCD_DATA8 (113)  

LCD_DATA9 (112)  

LCD_DATA10 (111)  

LCD_DATA11(109)  

LCD_DATA12(107)  

LCD_DATA13(105)  

LCD_DATA14(104)  

LCD_DATA15(103)  

LCD_VSYNC(102)  

LCD_HSYNC(101)  

LCD_DE(100)  

LCD_CLK(99)  

LCD_EXTCLK(98)  

LCDパネル 

(1) VSS  

(2) VSS  

(3) VDD  

(4) VDD  

(5) R0  

(6) R1  

(7) R2  

(8) R3  

(9) R4  

(10) R5  

(11) R6  

(12) R7  

(13) G0  

(14) G1  

(15) G2  

(16) G3  

(17) G4  

(18) G5  

(19) G6  

(20) G7  

(21) B0  

(23) B2  

(24) B3  

(25) B4  

(26) B5  

(27) B6  

(28) B7  

(22) B1  

(29) VSS  

(31) PON  

(32) NC  

(33) NC  

(34) DE  

(35) PWRSEL  

(36) VSS  

(30) DCLK  

GND 

D+3.15V 
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４．９ タッチパネルインターフェース 

   タッチパネルは４線抵抗膜方式の簡単なもので、次に接続図を示します。 

 

 

 

 

 

［説明］ 

上図でわかるように、タッチ・パネルの４本の信号線（Ｘ１，Ｘ２，Ｙ１，Ｙ２）はタッチ・パネル内部の各４ 

辺の電極に接続されています。Ｘ１とＸ２、Ｙ１とＹ２の間は数百Ω程度でつながっていますが、下の膜（Ｘ１／ 

Ｘ２）と上の膜（Ｙ１／Ｙ２）の間には隙間があり、タッチしたときに接触するようになっています。 

タッチ・パネルとマイコンを接続する場合、まずこの４本を汎用Ｉ／Ｏへ接続します。この汎用Ｉ／Ｏは出力方 

向にも入力方向にも切り替えられるポートを選びます。 

さらに、Ｘ２とＹ２をローパス・フィルタ経由でＡ－Ｄ変換入力ピンへ（Ｘ２⇒ＡＮ０、Ｙ２⇒ＡＮ１）接続し 

ます。そしてもう１本、Ｘ２を１０ＫΩの抵抗を介して汎用Ｉ／Ｏピンへ接続します。 

ＳＨ７２６２の場合、Ａ－Ｄ変換入力ピンとマルチプレクスされている汎用Ｉ／Ｏポートは、出力ポートに設定 

できません。そのため、タッチ・パネルからの４本の信号線を７本の信号線にして、マイコンと接続しています。 

SH7262CPU 

LCD_X1(PC2) (1)  

LCD_Y1(PC5) (4)  

LCD_X2(PC6) (5)  

LCD_Y2(PC7) (7)  

PE3 (143)  

PH0(AN0) (82)  

PH1(AN1) (83)  

10K 

1K 

1K 

LCDパネル（２枚重ね） 

Y1 

Y2 

X1 X2 

（上面） 

（下面） 
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４．１０ ＳＤカードインターフェース 

  ＳＤカードはＳＰＩモード（ＳＰＩポートを利用した簡易接続）の簡単なもので、次に接続図を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［説明］ 

ＳＤカードのＳＰＩモードアクセスではＳＤのシリアルデータ０のみを使用しています。 

（ＳＤの通常アクセスモードではＤＡＴＡ０～ＤＡＴＡ３の４ｃｈが使用される） 

   シリアルフラッシュＲＯＭとの切り替えは、ＳＳＬ００(131)とＭＭＣ＿ＣＳ（ＰＧ２０）(98)を利用して行って 

います。

SH7262CPU 

MMC_CD(PJ1) (61)  

MMC_WP(PJ3) (58)  

MMC_CS(PG20) (98)  

SPI_CLK(RSPCK0) (133)  

SPI_DIN(MISO0) (127)  

SPI_DOUT(MOSI0) (129)  

ＳＤカード・ソケット 

9 .(DATA2)  

1. /CS(DATA3)  

2 .DI(SDCMD)  

3 Vss.(COM)  

4 Vcc.(VDD)  

5 .SCLK(CLK)  

6 Vss.(GND)  

7 .DO(DATA0)  

8 .(DATA1)  

10K 

10K ×4 1K 

SD検出スイッチ 

On : SD IN 

Off : SD OUT 

(1) /S  

(2) Q  

(3) /W  

(4) Vss  D (5) 

C (6) 

Vcc (8) 

/HOLD (7) 

ｼﾘｱﾙﾌﾗｯｼｭROM 

SSL00 (131 ﾋﾟﾝ)  

/RES (43 ﾋﾟﾝ)  
+3.3V 

+3.3V 
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４．１１ ＭＰ３再生出力方式 

  音声出力はＰＷＭモーターコントロールポートを利用して出力されます。次に接続図を示します。 

ＰＷＭ（Pulse Width Modulation）とは、パルス幅変調とは変調方法の一つであり、パルス波のデューティー比を 

変化させて変調すること。 

 

 

 

 

 

［説明］ 

上図に示すように、ＭＰ３ファイルからソフトデコード処理によってＰＷＭ出力データを作成出力しています。 

   ソフト処理の詳細は、５．５  ＭＰ３プレーヤーを参照してください。 

 

SH7262CPU 

PWM1A (PD0) (174)  

PWM1C (PD2) (170)  

ステレオホン・ジャック 

スピーカーやイヤホン

などへ接続 

左(L)ch 

右(R)ch 

GND 

拡張拡張拡張拡張基板基板基板基板    

CPUCPUCPUCPU 基板基板基板基板    
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５．ソフトウエア仕様 

５．１ ＧＮＵフリーソフトについて（インターフェース誌記事） 

 



19 
 

 

５．２ Ｃｙｇｗｉｎ環境について 

  Ｗｉｎｄｏｗｓ上でＵＮＩＸ環境を実現する機能としてＣｙｇｗｉｎがありますが、このＣｙｇｗｉｎ環境を利用 

して本システムは開発されています。以下このＣｙｇｗｉｎについて少し解説します。 

 

  UNIX系OSでは一般に広く普及しているGNUプロジェクトによる開発ツール群をWindows環境用に移植したもので、フ

リーソフトウェアとして無償で配布されている。 

アプリケーションソフトが利用するUNIX系OSの機能(システムコール)をWindowsの持つWin32 APIで再現できるように

するライブラリと、それに対応したコンパイラ、またその上でコンパイルされたbashやtarなどの各種のツールが含まれ

ている。 

これにより、Windows環境でUNIXの機能を利用してプログラムを作成したり、UNIXのコマンドを使用することができる。 

また、シグナルやソケットなど、UNIXにあって本来Windowsにはない機能は、Cygwin APIと呼ばれるライブラリを追加

することで利用可能になる。 

Cygwinは日々更新されており、Cygwin Nightly Snapshotとして公開されている。ただし、これは細かい動作テストはさ

れておらず、開発者の環境で動いているというだけである。 
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５．３ 概略フローチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１）追加で製作予定。 

※２）次ページへ。 

※３）次々ページへ。 

ＳＴＡＲＴ 

初期設定その他の処理 

起動画面表示 

メインメニュー

画面表示 

タッチ有？ 

数秒経過？ 

No 

Yes 

No 

Yes 

黒画面表示 

（Auto Off） 

タッチ有？ 

No 

Yes 

左上(1)？ 

No 

Yes 

右上(2)？ 

No 

Yes 

左下(3)？ 

No 

Yes 

右下(4)？ 
No 

Yes 

ﾃｽﾄﾓｰﾄﾞ処理 MP3 ﾌﾟﾚｰﾔ  ーVTR再生 

※1) 

ﾌｫﾄﾌﾚｰﾑ処理 

ﾌｫﾄﾌﾚｰﾑﾒﾆｭｰ画面

表示 

タッチ有？ 
No 

Yes 

左上(1)？ 

No 

Yes 

右上(2)？ 

No 

Yes 

左下(3)？ 

No 

Yes 

右下(4)？ 
No 

Yes 

ﾌｫﾄﾌﾚｰﾑNo.3 ﾌｫﾄﾌﾚｰﾑNo.2 ﾌｫﾄﾌﾚｰﾑNo.1 

※2) 

※2) ※2) ※2) 

※3) 

ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ待受

※3) 
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※１）前ページへ。 

 

ﾌｫﾄﾌﾚｰﾑNo.1 

ﾌｫﾄﾌﾚｰﾑ 1枚目 

写真表示 

タッチ有？ 
No 

Yes 

左上(1)？ 

No 

Yes 

右上(2)？ 

No 

Yes 

左下(3)？ 

No 

Yes 

右下(4)？ 
No 

Yes 

ﾌｫﾄﾌﾚｰﾑ次の  

写真表示 

ﾌｫﾄﾌﾚｰﾑ処理 ※1) 

ﾌｫﾄﾌﾚｰﾑ前の  

写真表示 

ﾌｫﾄﾌﾚｰﾑ連続写真

表示(ｽﾗｲﾄﾞｼｮ )ー 

ﾌｫﾄﾌﾚｰﾑNo.2 ﾌｫﾄﾌﾚｰﾑNo.3 

タッチ有？ 

No Yes 

数秒経過？ 

No 

Yes 

MP3 ﾌﾟﾚｰﾔ  ー

MP3 ﾌﾟﾚｰﾔｰﾒﾆｭｰ

画面表示 

タッチ有？ 
No 

Yes 

左上(1)？ 

No 

Yes 

右上(2)？ 

No 

Yes 

左下(3)？ 

No 

Yes 

右下(4)？ 
No 

Yes 

ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ待受
※1) 

MP3連続再生３

開始＆画面表示 

MP3連続再生２

開始＆画面表示 

MP3連続再生１

開始＆画面表示 

全曲終了？ 

No Yes 

タッチ有？ 

No 

Yes 

 次曲の再生 

（ｽｷｯﾌﾟ） 
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※１）追加で製作予定。 

※２）前々ページへ。 

 

ﾃｽﾄﾓｰﾄﾞ処理 

ﾃｽﾄﾓｰﾄﾞﾒﾆｭｰ画面

表示 

タッチ有？ 
No 

Yes 

左上(1)？ 

No 

Yes 

右上(2)？ 

No 

Yes 

左下(3)？ 

No 

Yes 

右下(4)？ 
No 

Yes 

ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ待受
※2) 

ﾃｽﾄﾓｰﾄﾞ3処理(各

種ｸﾞﾗﾌｨｯｸ表示) 

ﾃｽﾄﾓｰﾄﾞ 2 処理

（ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞﾓｰﾄﾞ） 

ﾃｽﾄﾓｰﾄﾞ 1 処理 

（ｶﾗｰﾊﾞｰ表示） 

タッチ有？ 

No 

Yes 

※ﾉｰﾏﾙﾓｰﾄ （゙ｼﾘｱﾙ出力表示無）と

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞﾓｰﾄﾞ（ｼﾘｱﾙ出力表示有）

のﾄｸﾞﾙ動作 

VTR再生 

ダミー画面表示 

(VTR代替処理） 

タッチ有？ 
No 

Yes 

ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ待受
※2) 

※1) 
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５．４ フォトフレーム 

   フォトフレームＮｏ．１～Ｎｏ．３では、そのグループの写真（数十枚）を順番に表示します。 

   フォトフレームで表示できるファイルは、現時点ではＢＭＰファイル（ＲＧＢそれぞれ５ビットの１５ビット） 

  のみとなっています。ドットサイズは４８０ドット（横）×２７２ドット（縦）となっています。 

   ハードでは１６ビット色（ＲＧＢそれぞれ５，６，５ビット）となっている為、Ｇのビット０を強制０にする 

   ソフト変換処理が入っています。 

 

５．５ ＭＰ３プレーヤー 

５．５．１ 再生方法 

   ＭＰ３連続再生１～３では、そのグループの曲（数十曲）を全曲ランダム再生します。 

   再生原理はインターフェース誌２０１０年８月号で特集された“簡易ＭＰ３プレーヤーを作ろう”と同じです。 

   本システムのメモリ（ＲＡＭ）容量はＳＨ７２６２内部の大容量ＲＡＭ（1MByte）＆高速ＲＡＭ（64KByte）で 

  す。このうちプログラムの動作に必要なメモリ容量を差し引くと、保存可能なＭＰ３データの量は、ステレオ演奏 

  時間で３０秒ほどしかありません。そのためＳＤカード内のＭＰ３ファイルを、リングバッファに読み込み（メ 

イン処理）ながらの再生処理（割り込み処理）を行っています。 

   ＭＰ３のデコードは、オープン・ソースで公開されているデコード・ライブラリを使います。今回使用している 

  のは、ＭＡＤ

注１）

です。このＭＡＤはＭＰ３データをメモリに全部読み込んでデコードします。 

   デコードで得られたデジタルのＰＣＭデータをアナログの音声信号にＤ－Ａ変換します。ＳＨ－２Ａマイコンは 

  デジタル・オーディオ・インターフェース機能を内蔵していますが

注２）

、ここでは簡易に実現するために「モーター 

コントロールＰＷＭタイマ」を使ってＤ－Ａ変換を行っています。音量調整はボリューム抵抗付の市販のイヤホン 

などを使います。 

  ＭＰ３デコード・ライブラリは、ＭＡＤのＷｅｂサイト

注１）

を開き、右側メニューの「Ｄｏｗｎｌｏａｄ」にある 

 「ＳｏｕｒｃｅＦｏｒｇｅ」をクリックします。その中から「ｌｉｂｍａｄ」⇒「０．１５．１ｂ」⇒「ｌｉｂｍａ 

ｄ－０．１５．１ｂ．ｔａｒ。ｇｚ」をダウンロードします。 

ＭＡＤ：ＭＰＥＧ Ａｕｄｉｏ Ｄｅｃｏｄｅｒ 

http://wwww.underbit.com/products/mad/ 

光デジタル・オーディオ（ＳＰＤＩＦ）拡張基板と組み合わせれば高品質な音が得られます。 

 

５．５．２ リング・バッファについて 

    リング・バッファの構造 

 

 

    

 

 

 バッファの配列と二つのポインタはグローバル変数で、メイン側の処理と割り込み処理の両方が読み書きするので 

注意が必要です。ｐｕｔポインタはポスト・インクリメントでなければなりません。 

１６ビット色（ＲＧＢそれぞれ

５，６，５ビット） 

１５ビット色（ＲＧＢそれぞれ

５，５，５ビット） 
ソフト変換処理 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

． 

． 

put ﾎﾟｲﾝﾀ get ﾎﾟｲﾝﾀ 

渡す側 受け取る側 

ﾃﾞｰﾀを入れてﾎﾟｲ

ﾝﾀを進める 

ﾃﾞｰﾀを取り出し

てﾎﾟｲﾝﾀを進める 
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５．５．３ オーディオ処理 

    オーディオ関数（"audio.c”内）はタイマ割り込み処理（"int_cmt_cmi0”）から呼び出されます。リング・バッ 

ファから取り出した符号付き１６ビットＰＣＭデータの上位８ビットをＰＷＭのデューテイに設定します。 

 ＰＣＭ（パルス符号変調）は０を中心にプラス・マイナスに触れる交流電圧です。ＰＷＭはマイナス電圧は出 

せないのでデューティ５０％のときにでる１／２の電圧をＰＣＭの０とします。ＳＨ－２ＡマイコンのＰＷＭの 

カウンタは１０ビットありますが、サイクル・レジスタに２５５を設定することで変調周期をＰＣＭデータの８ 

ビットに合わせています。 

 そのとき１周期は１０．６ｕｓとなり４４．１ＫＨｚの周期２２．６ｕｓの約半分となります。 

    このシステムでは、デコードされた１１５２個のＰＣＭデータを４４．１ＫＨｚで出し切るまでの間に次のフ 

   レームのデコードが終わらないとＰＣＭデータの供給が間に合わず正常な再生になりません。（制約事項）  

 

５．５．４ 内部クロックについて 

  ＳＨ2Ａ基板はクロック・モード１で設計されていて、ＳＨ2Ａの内部クロックは４８MHzか１４４MHzが選択可能 

で、本システムは１４４MHzにて動作しています。
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５．６ Ｍａｋｅｆｉｌｅファイルの内容 
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５．７ ファイル構成  

  以下にＳｙｇｗｉｎ上での、フォルダとファイル構成を示します。 

 ファイルの種類説明ファイルの種類説明ファイルの種類説明ファイルの種類説明    

＊．ｃ．．．．．．Ｃ言語プログラムファイル。 

＊．ｈ．．．．．．Ｃ言語ヘッダファイル。（インクルードされるファイル） 

＊．ｓ．．．．．．アセンブラ言語ファイル。 

ａｐｐ．ｂｉｎ．．．．．．最終の全オブジェクファイル。（マシン語がはいっているファイル） 

Ｍａｋｅｆｉｌｅ．．．．．．Ｃ言語（ＧＣＣ）メイクファイル。 

Ａ＿＊．＊．．．．．．新規追加ファイル。（説明有り） 

＊．ｏ．．．．．．モジュール別のオブジェクトファイル。 

 

① “ALPHA_V200”(ﾙｰﾄ)フォルダ 

 

Ａ＿ｇｌｏｂａｌ．ｈ：グローバル変数のヘッダファイル。 

Ａ＿Ｌｅｄｆｕｎｃ．ｃ：ＬＥＤ制御プログラム。 

Ａ＿Ｌｅｄｆｕｎｃ．ｈ：ＬＥＤ制御プログラム用ヘッダファイル。 

Ａ＿Ｍａｉｎ．ｃ：メイン関数ファイル。 

Ａ＿Ｍａｉｎ．ｈ：メイン関数用ヘッダファイル。 
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② “ff_loader\fatfs”フォルダ（ＳＤカードのファイルシステム） 

 

Ａ＿ｆａｔｆｓ．ｃ：ＦＡＴファイルシステム（ＳＤカード用）プログラムファイル。 

Ａ＿ｆａｔｆｓ．ｈ：ＦＡＴファイルシステム（ＳＤカード用）用ヘッダファイル。 

 

 

③ “ff_loader\src”フォルダ（ＳＤカードのファイルシステム） 

 

Ａ＿ｓｄｃａｒｄ．ｃ：ＳＤカード制御プログラム。 

Ａ＿ｓｄｃａｒｄ．ｈ：ＳＤカード制御プログラム用ヘッダファイル。 

Ａ＿ｓｄｃａｒｄ．ｏ：ＳＤカード制御プログラムのオブジェクトファイル。（参考） 
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④ “include”フォルダその１（各種ヘッダファイル） 

 

 

注意）全ファイル使用しているかどうかはわかりません。 
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⑤ “include”フォルダその２（各種ヘッダファイル） 

 

 

注意）全ファイル使用しているかどうかはわかりません。 
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⑥ “include\cygwin”フォルダ（cygwin用各種ヘッダファイル） 

 

注意）全ファイル使用しているかどうかはわかりません。 

 ⑦ “include\machine”フォルダ（各種ヘッダファイル） 

注意）全ファイル使用しているかどうかはわかりません。 
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 ⑧ “include\sys”フォルダ（各種ヘッダファイル） 

 

注意）全ファイル使用しているかどうかはわかりません。 

 ⑨ “Menu_No1”フォルダ（フォトフレーム処理） 

 

Ａ＿Ｍｅｎｕ１．ｃ：フォトフレームプログラムファイル。 

Ａ＿Ｍｅｎｕ１．ｈ：フォトフレームプログラム用ヘッダファイル。 
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 ⑩ “Menu_No2”フォルダ（ＭＰ３再生処理） 

 

Ａ＿Ｍｅｎｕ２．ｃ：ＭＰ３再生プログラムファイル。 

Ａ＿Ｍｅｎｕ２．ｈ：ＭＰ３再生プログラム用ヘッダファイル。 

 

 ⑪ “Menu_No3”フォルダ（ＶＴＲ再生ダミー処理） 

 

Ａ＿Ｍｅｎｕ３．ｃ：ＶＴＲ再生ダミー処理プログラムファイル。 

Ａ＿Ｍｅｎｕ３．ｈ：ＶＴＲ再生ダミー処理プログラム用ヘッダファイル。 
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 ⑫ “Menu_No4”フォルダ（テストモード処理） 

 

Ａ＿Ｍｅｎｕ４．ｃ：テストプログラムファイル。 

Ａ＿Ｍｅｎｕ４．ｈ：テストプログラム用ヘッダファイル。 

 

 

⑬ “mp3p\libmad”フォルダ（ＭＰ３デコード処理関係１） 
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 ⑭ “mp3p\libmad\msvc”フォルダ（ＭＰ３デコード処理関係２） 

 

 

 

 ⑮ “mp3p\player”フォルダ（ＭＰ３デコード処理関係３） 
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 ⑯ “mp3p\src”フォルダ（ＭＰ３デコード処理関係４） 
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６．操作仕様 

６．１ 起動画面 

            ↓パワーオン後 

 

            ↓数秒後 ６．２へ 

６．２ メインメニュー画面 

 

■左上タッチ時 ⇒ ６．３ フォトフレーム選択へ。 

■右上タッチ時 ⇒ ６．４ ＭＰ3再生選択へ。 

■右下タッチ時 ⇒ ６．５ テストモード選択へ 

       ■左下タッチ時 ⇒ ＶＴＲ再生を追加予定。（現在下記画面） 
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６．３ フォトフレーム選択（メインメニューの左上タッチ）画面 

 

 

 

■左上タッチ時 ⇒ フォトフレームグループ１開始へ。 

■右上タッチ時 ⇒ フォトフレームグループ２開始へ。 

■右下タッチ時 ⇒ ６．２ メインメニュー画面へ戻る。 

         ■左下タッチ時 ⇒ フォトフレームグループ３開始へ。 

 

フォトフレーム画面表示時の操作（例） 

 

 

 

■左上タッチ時 ⇒ 次の写真へ。 

■右上タッチ時 ⇒ 前の写真へ。 

■右下タッチ時 ⇒ ６．３ フォトフレーム選択画面へ戻る。 

■左下タッチ時 ⇒ 連続表示（数秒）モードへ。 
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６．４ ＭＰ３再生選択（メインメニューの右上タッチ）画面 

 

 

 

■左上タッチ時 ⇒ ＭＰ3再生グループ１再生開始へ。 

■右上タッチ時 ⇒ ＭＰ3再生グループ２再生開始へ。 

■右下タッチ時 ⇒ ６．２ メインメニュー画面へ戻る。 

■左下タッチ時 ⇒ ＭＰ3再生グループ３再生開始へ。（下記画面） 

 

ＭＰ3再生中画面表示時の操作（例） 

 

 

 

■画面タッチ時 ⇒ 次の曲の再生開始へ。 
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６．５  テストモード選択（メインメニューの右下タッチ）画面 

 

 

 

 

■左上タッチ時 ⇒ カラーバー画面表示へ。（下記画面） 

■右上タッチ時 ⇒ テスト（デバッグ）モード設定へ。（トグル選択） 

■右下タッチ時 ⇒ ６．２ メインメニュー画面へ戻る。 

■左下タッチ時 ⇒ グラフィックテスト表示画面へ。 

 

カラーバー表示の５インチ＆７インチ表示中の写真 

 

  

 

■５インチ液晶。       ■７インチ液晶。（拡張基板２号機にて制作） 
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７．その他 

７．１  ＨＰ上での公開 

  下記ＵＲＬからＭＥＮＵのＳＨ２Ａを選択することによって、ＳＨ２Ａの特集ページが開きます。 

http://alphacom.web.fc2.com/ 

  本システムの写真や解説を含めて、動画なども視聴できます。 

 

７．２  今後の予定 

  ２号機として２枚目のＣＰＵ基板と拡張基板および７インチカラー液晶を使って、現機能に沖電気のビデオデコ 
ーダLSI「ＭＬ８６Ｖ７６６５」と周辺回路を追加して（拡張基板２へ）ＶＴＲ入力再生機能を追加したものを製作 

予定です。メインメニュー画面の左下タッチにて追加予定です。 

沖電気ＨＰからの参照沖電気ＨＰからの参照沖電気ＨＰからの参照沖電気ＨＰからの参照    
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仕様書仕様書仕様書仕様書更新履歴更新履歴更新履歴更新履歴    

    

第１版 ２０１１年７月１５日 新規作成 

 

第２版 


